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41
　
　
横
浜
の
貝
塚
②

貝
塚
の
時
期

貝
塚
の
時
期

弥
生
時
代
～
近
代
編

下
段
左
：
三
殿
台
遺
跡
30
6C
住
居
跡
の
柱
穴
に
み
ら
れ
る
貝
層

上
段
右
：
三
殿
台
遺
跡
30
6C
住
居
跡
全
景

提
供
：
横
浜
市
三
殿
台
考
古
館

↓
は
下
の
写
真
の
柱
穴
を
指
す

❶

❷
❸

❹

❺

❻

上
段
左
：
三
殿
台
遺
跡
全
景

　
　
　
　
　
発
掘
時
の
全
景
写
真
に
現
在
建
っ
て
い
る
建
物
を
合
成
し
た
も
の

入
口

❶
展
示
室
・
収
蔵
庫
・
管
理
事
務
所
　
❷
パ
ー
ゴ
ラ
　
❸
住
居
跡
保
護
棟
　

❹
～
❻
復
元
住
居（
❹
：
弥
生
時
代
中
期
宮
ノ
台
式
期
，❺
縄
文
時
代
中
期

加
曽
利
E式
期
，❻
古
墳
時
代
後
期
鬼
高
式
期
）

30
6C
住
居
跡

三
殿
台
遺
跡
で
は
住
居
跡
を
こ
ん

な
風
に
木
杭
で
表
し
て
い
る
よ
。

30
6C
 住
居
跡
を
探
し
て
み
よ
う！

(中
央
の
木
杭
で
囲
わ
れ
た
住
居
が
30
6C
)

発
　
行
　
日
　
20
20
年
3
月
27
日

編
集
・
発
行
　（
公
財
)横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団

　
　
　
　
　
　
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

埋
文
よ
こ
は
ま
41

印
　
　
　
刷
　
株
式
会
社
ナ
デ
ッ
ク

『
 埋
文
よ
こ
は
ま
 』
は
横
浜
市
域
で
発
掘
調
査
さ
れ
た

遺
跡
や
出
土
し
た
遺
物
を
紹
介
す
る
広
報
紙
で
す
。

≪
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内
≫

利
用
案
内

平
日
：
９
～
17
時
（
イ
ベ
ン
ト
時
を
除
く
）

(団
体
利
用
：
事
前
申
込
）※
栄
区
郷
土
資
料
室
併
設

ア
ク
セ
ス

JR
根
岸
線
「
港
南
台
」
駅

２
番
バ
ス
乗
り
場
よ
り
神
奈
中
バ
ス
「
上
郷
ネ
オ
ポ
リ
ス
」
行
き
ま
た

は
「
栄
プ
ー
ル
」
行
き
に
乗
車
、「
上
郷
ネ
オ
ポ
リ
ス
」
下
車
徒
歩
１
分

京
浜
急
行
線
「
金
沢
八
景
」
駅

公
益
財
団
法
人
　
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団

    
    
    
    
    
    
    
    
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

〒
24
7-
00
24
　
横
浜
市
栄
区
野
七
里
2-
3-
1

TE
L.
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-8
90
-1
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AX
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金
沢
八
景
駅
前
3
番
乗
り
場
よ
り「
上
郷
ネ
オ
ポ
リ
ス
」行
き
、終
点「
上

郷
ネ
オ
ポ
リ
ス
」
下
車
徒
歩
１
分
ま
た
は
神
奈
中
バ
ス
「
大
船
駅
」
行

き
に
乗
車
、「
長
倉
町
」
下
車
徒
歩
７
分

栄
プ
ー
ル
上
郷
森
の
家港
南
台
I.C
.

朝
比
奈
I.C
.

環
４

上
郷
ネ
オ
ポ
リ
ス

八
軒
谷
戸

神
戸
橋

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

栄
区
役
所

県
立
横
浜
栄

    
    
高
校

大
船

本
郷
台

港
南
台

横 浜 ・ 横 須 賀 道 路

N

横
浜

環
3

23

横
須
賀

金
沢
八
景

長
倉
町

JR
線
「
大
船
」
駅

３
番
乗
り
場
よ
り
神
奈
中
バ
ス
「
金
沢
八
景
駅
」

行
き
  に
乗
車
、「
長
倉
町
」
下
車
徒
歩
７
分

京J

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
埋
文
セ
ン
タ
ー
HP
  

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

市
内
の
学
校
・
図
書
館
・
区
役
所
な
ど
で
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

～
横
浜
市
新
市
庁
舎
完
成
記
念
３
館
連
携
展
示
～

近
代
横
浜
を
掘
る

横
浜
都
市
発
展
記
念
館

横
浜
開
港
資
料
館

横
浜
市
歴
史
博
物
館

町
会
所
か
ら
市
役
所
へ

明
治
・
大
正
ハ
マ
の
街

20
20
年
1月
18
日（
土
） 
～
4月
12
日（
日
）

20
20
年
2月
1日
（
土
） 
～
4月
19
日（
日
）

20
20
年
4月
1日
（
水
） 
～
7月
5日
（
日
）

洲
干
島
か
ら
ひ
ろ
が
る
都
市
の
す
が
た

古
地
図
と
古
写
真
に
見
る
横
浜
の
歩
み

新
市
庁
舎
建
設
地
・
洲
干
島
遺
跡

〠
23
1-
00
21
　
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
12

te
l. 
04
5-
66
3-
24
24

〠
23
1-
00
21
　
横
浜
市
中
区
日
本
大
通
3

te
l. 
04
5-
20
1-
21
00

〠
22
4-
00
03
　
横
浜
市
都
筑
区
中
川
中
央
1-
18
-1

te
l. 
04
5-
91
2-
77
77

展
示
解
説
　
2/
2(
日
)，
2/
24
(月
・
休
），
3/
29
(日
)　
各
回
14
:0
0～
（
30
分
程
度
）

展
示
解
説
　
4/
18
(土
)，
5/
2(
土
），
5/
23
(土
)，
6/
20
(土
）　
各
回
14
:0
0～
（
30
分
程
度
）

連
続
講
座

関
連
イ
ベ
ン
ト

第
3回
（
5/
10
）（
in
横
浜
市
歴
史
博
物
館
研
修
室
）

　 「
近
代
横
浜
の
衛
生
管
理
：
遺
物
に
み
る
上
水
」

第
4回
（
6/
14
）（
in
横
浜
市
歴
史
博
物
館
研
修
室
）

　 「
近
代
横
浜
の
衛
生
管
理
：
遺
物
に
み
る
下
水
」

「
洲
干
島
遺
跡
を
読
み
解
く
」

歴
史
散
歩

「
ヨ
コ
ハ
マ
近
代
遺
跡
め
ぐ
り
」

第
1回
（
3/
20
），
第
2回
（
5/
17
）

13
:3
0～
16
：
00

集
合
場
所
：
横
浜
都
市
発
展
記
念
館
1階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
演
会

「
横
浜
市
と
近
代
遺
跡
」

6/
7（
日
） 
 1
4:
00
～
15
：
30

横
浜
市
歴
史
博
物
館
講
堂

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
横
浜
市
歴
史
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

各
回
14
:0
0～
15
:3
0

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
休
館
や
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。開
催
に
つ
い
て
は
H
P等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

集
後
記

編
今
回
の
テ
ー
マ
は
再
び
貝
塚
で
す
。歴

史
好
き
の
方
は
、貝
塚
と
い
う
と
縄
文
時

代
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。確
か
に
発
掘
し
て
貝
塚
が
出

て
く
る
の
は
実
際
に
縄
文
時
代
が
多
い

の
で
す
が
、現
代
で
も
私
た
ち
が
お
い

し
く
い
た
だ
い
て
い
る
貝
は
時
代
を
問

わ
ず
採
取
さ
れ
た
自
然
の
恵
み
で
す
。

縄
文
編
に
引
き
続
き
、春
の
潮
干
狩
り

シ
ー
ズ
ン
の
お
出
か
け
の
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
編
集
N

　
貝
塚
と
い
う
と
縄
文
時
代
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
思
い
ま
す
が
、縄
文
時
代
以
外
の
時
代
に
も
み
ら
れ
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、広
い
意
味
で
貝

類
を
廃
棄
し
た
所
を
指
す
か
ら
で
す
。世
界
中
に
あ
る
貝
塚
で
す
が
、時
代
も
ま
た
問
わ
ず
に
み
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。今
号
で
は
横
浜

市
域
に
み
ら
れ
る
貝
塚
の
中
で
も
、縄
文
時
代
よ
り
新
し
い
時
代
の
貝
塚
に
注
目
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
上
の
写
真
は
磯
子
区
三
殿
台
遺
跡
の
30
6C
号
住
居
跡
の
柱
穴
に
み
ら
れ
る
貝
層
で
す
。三
殿
台
遺
跡
は
大
岡
川
流
域
の
標
高
約

55
m
の
台
地
上
に
立
地
し
て
お
り
、現
在
、国
の
指
定
史
跡
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の
集
落
跡

で
、3
06
C号
住
居
跡
は
弥
生
時
代
中
期
後
半
の
宮
ノ
台
式
期
に
造
ら
れ
た
、長
径
13
.7
0m
、短
径
11
.8
0m
、床
面
積
約
13
3.
7㎡

（
40
.4
4 
坪
 、 
86
.3
6 
畳〔
江
戸
間
〕）
の
大
形
住
居
で
す
。こ
の
住
居
の
柱
穴
に
マ
ガ
キ
や
ハ
マ
グ
リ
、ア
サ
リ
を
主
体
と
し
た
貝
層
が
形
成

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。貝
層
中
に
は
、イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
下
顎
骨
、鹿
角
な
ど
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
住
居
は
焼
失
住
居（
火
災

に
あ
っ
た
痕
跡
が
み
ら
れ
る
住
居
）で
す
が
、貝
層
の
上
面
が
床
面
と
同
じ
よ
う
に
焼
け
て
い
た
こ
と
か
ら
、人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
後
の
住

居
に
貝
を
捨
て
た
の
で
は
な
く
、住
居
が
焼
け
る
以
前
か
ら
す
で
に
貝
殻
が
柱
穴
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
横
浜
の
貝
塚
①
は「
埋
文
よ
こ
は
ま
」3
7号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

か
が
く
こ
つ

しょ
うし

つ
じ
ゅう

きょ

は
い
き

さ
ん
と
の
だ
い

ろ
っ
か
く



2
3

ど
ん
な
貝
を
採
っ
て
食
べ
て
い
た
の
？
～
横
浜
市
内
の
貝
塚
あ
れ
こ
れ
～

食
べ
て
い
た
の
？
横
浜
市
内

弥
生
時
代

th
e 

ya
yo

i p
er

io
d

　
弥
生
時
代
の
貝
塚
は
、縄
文
時
代
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、貝
塚
は
形
成
さ
れ
ま
す
。溝
や
住
居
跡
の
一
部
、集
落
の

は
ず
れ
な
ど
に
ご
く
小
規
模
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、西
日
本
以
南
の
地
域
に
多
く
、関
東
以
北
で
は
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
採
集
さ
れ
た
貝
種
を
み
て
み
る
と
、縄
文
時
代
に
比
べ
て
減
少
し
ま
す
が
、ハ
マ
グ
リ
、ア
サ
リ
、サ
ザ
エ
、ア
カ
ニ
シ
な
ど
、現
代
の
私

た
ち
が
美
味
し
い
と
好
ん
で
食
べ
る
よ
う
な
種
類
が
選
択
さ
れ
ま
す
。特
に
、三
浦
半
島
で
は
弥
生
時
代
後
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に

か
け
て
、大
型
の
ア
ワ
ビ
が
多
数
出
土
し
、潜
水
漁
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、ア
ワ
ビ
お
こ
し
な
ど
の
道
具
も
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。波
の

浸
食
で
崖
が
削
ら
れ
形
成
さ
れ
た
海
蝕
洞
穴
を
人
々
が
利
用
し
、専
業
的
な
漁
撈
集
団
が
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
横
浜
市
内
で
は
、前
頁
で
紹
介
し
た
磯
子
区
三
殿
台
遺
跡
の
他
に
、鶴
見
区
上
台
北
遺
跡
で
、弥
生
時
代
後
期
の
竪
穴
住
居
跡
か
ら

マ
ガ
キ
や
ハ
マ
グ
リ
、シ
オ
フ
キ
、ア
カ
ニ
シ
な
ど
の
内
湾
性
の
貝
類
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。同
じ
く
鶴
見
川
流
域
に
位
置
す
る
港
北

区
牢
尻
台
遺
跡
か
ら
は
弥
生
時
代
中
期
の
環
濠
の
上
層
に
堆
積
し
た
貝
塚
で
、ハ
マ
グ
リ
主
体
の
貝
層
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

同
河
川
流
域
の
環
濠
集
落
で
あ
る
都
筑
区
折
本
西
原
遺
跡
か
ら
は
弥
生
時
代
中
期
後
葉
の
溝
で
区
画
し
た
墓
で
あ
る
方
形
周
溝
墓

の
溝
内
土
坑
か
ら
小
規
模
な
貝
ブ
ロ
ッ
ク
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、前
頁
の
三
殿
台
遺
跡
と
同
様
に
、マ
ガ
キ

主
体
の
貝
ブ
ロ
ッ
ク
が
住
居
の
柱
穴
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
横
浜
市
内
で
は
、こ
の
時
期
、住
居
内
貝
層
を
中
心
と
し
た
小
規
模
な
貝
塚
か
ら
、内
湾
干
潟
種
を
中
心
と
し
た
貝
類
が

出
土
し
ま
す
。三
浦
半
島
の
海
蝕
洞
穴
で
み
ら
れ
る
ア
ワ
ビ
な
ど
の
大
型
の
岩
礁
性
貝
類
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ

ん
。ま
た
、縄
文
時
代
の
特
に
前
期
の
貝
塚
に
み
ら
れ
る
温
暖
種
の
ハ
イ
ガ
イ
も
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
。横
浜
市
内
で
は

縄
文
時
代
の
貝
塚
の
ほ
と
ん
ど
が
台
地
上
の
遺
跡
か
ら
み
つ
か
り
ま
す
が
、こ
の
時
期
、低
地
か
ら
も
貝
塚
が
検
出
さ

れ
、海
退
と
と
も
に
低
地
に
も
生
活
の
場
が
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。　
　
　

潮
間
帯

潮
の
満
ち
引
き

に
よ
り
、
潮
が

ひ
い
た
と
き
に

海
底
が
現
れ
る

場
所
の
こ
と

ち
ょ
う
か
ん
た
い

陸
に
近
い
水
深

20
m
程
度
ま
で

の
海
域

上
部
浅
海
帯

じ
ょ
う
ぶ
せ
ん
か
い
た
い

海
底
の
様
子

水
域

ど
ん
な
と
こ
ろ

岩
砂
や
泥

砂

沿
岸
水

湾
の
外
側

内
湾
水

湾
口
部

波
食
台

湾
中
央
部

湾
奥
部

河
口

砂
や
小
石

岩
砂

シ
ル
ト
～
泥

砂
や
泥

砂
や
泥

感
潮
域
（
潮
の

満
ち
引
き
に

よ
っ
て
水
の
深

さ
が
変
化
す
る

と
こ
ろ
）

干
潟
（
潮
の

満
ち
引
き
で

水
面
か
ら
出

た
り
入
っ
た

り
す
る
砂
と

泥
の
場
所
）

砂
が
た
ま
っ
た

内
湾
部

泥
が
た
ま
っ
た

内
湾
部

海
中
に
隠
れ

て
い
る
内
湾

部
の
岩
場

砂
や
小
石
が

た
ま
っ
た

湾
口
部

海
草
・
海
藻
が

生
い
茂
る

と
こ
ろ

砂
の
た
ま
っ
た

湾
の
外
側
の

海
岸
線
地
帯

海
中
に
隠
れ

て
い
る
岩
の

あ
る
外
海

1
2

3

4

5

6

7
8

9

上
表：
松
島
義
章
　
19
84
　「
日
本
列
島
に
お
け
る
後
氷
期
の
浅
海
性
貝
類
群
集
」『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告（
自
然
科
学
）』
15
  ・
  神
奈
川
県
立
生
命
の
星・
地
球
博
物
館
　
20
04
　『
＋
2℃
の
世
界
　
縄
文
時
代
に
見
る
地
球
温
暖
化
』ワ
ー
ク
テ
キ
ス
ト
 を
参
考
に
作
図

※
貝
類
の
写
真
は
現
生
標

本
で
す
。編
者
所
蔵
の
標

本
の
た
め
、タ
イ
ラ
ギ
な
ど

完
存
で
な
い
貝
類
に
つ
い

て
は
点
線
に
て
そ
の
形
態

を
表
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

打
ち
上
げ
貝
に
よ
っ
て
採

集
し
た
も
の
は
退
色
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

貝
塚
か
ら
出
て
く
る
貝
類
も

同
様
に
、殻
皮
や
殻
表
面

の
色
彩
が
落
ち
て
白
っ
ぽ

く
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
シ
ガ

イ

左
上
：
上
台
北
遺
跡
2号
住
居
跡
焼
土
・貝
層
検
出
状
況

右
上
：
上
台
北
遺
跡
2号
住
居
跡
貝
層
断
面

左
下
：
上
台
北
遺
跡
出
土
の
貝
類

右
下
：
上
台
北
遺
跡
の
貝
層
取
り
上
げ
作
業
風
景

左
上
：
三
浦
市
大
浦
山
洞
穴
の
遠
景（
19
30
年
代
） 
　

右
上
：
　
同
上
　
出
土
の
骨
角
器
　

左
下
：
　
同
上
　
出
土
の
ア
ワ
ビ
貝
殻
片

右
下
：
三
浦
市
毘
沙
門
B洞
穴
出
土
の
ア
ワ
ビ
の
貝
製
品左
端
が
鹿
角
製
の

ア
ワ
ビ
お
こ
し

（
長
さ
13
.8
㎝
）

提
供
：（
左
上
）横
須
賀
考
古
学
会
　（
右
上
・
左
下
・
右
下
）中
村
　
勉
 氏

②
に
す
ん
で
い
る
貝
類

マ
ガ

キ

マ
ガ

キ

⑤
に
す
ん
で
い
る
貝
類 ト
マ
ヤ

ガイ

⑨
に
す
ん
で
い
る
貝
類

マ
ダ
カ

アワ
ビ

サ
ザ
エ（

無棘
型）

サ
ザ
エ（

有棘
型）
貝
の
生
息
域

縄
文
時
代
と
は
異
な
る
貝
の
生
息
域
に
も
注
目
し
よ
う

③
に
す
ん
で
い
る
貝
類

ア
カ

ニシ

カ
ガ
ミガ

イ

マ
テ

ガイ

ア
サリ

イ
ボ

キサ
ゴ

ハ
マ

グリ

シ
オ
フ

キガ
イ

④
に
す
ん
で
い
る
貝
類

ト
リ
ガ

イ

ア
カ
ガ

イ

タ
イ

ラギ

縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら
は
❷
や
❸
の
貝
類
が
多
く
見
つ
か
る
よ
。弥
生
時
代
か
ら
は

そ
れ
以
外
の
貝
類
も
多
く
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
よ
。貝
の
種
類
の
違
い
か
ら
、貝
を

と
る
技
術
の
向
上
や
貝
の
生
息
す
る
海
の
環
境
変
化
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
ん
だ
。

    
    
    
   縄
文
時
代
の
貝
塚
で
は
、住
居
内
に
廃
棄
さ
れ
る
住
居
内
貝
層
も

住
居
の
凹
み
の
大
部
分
に
み
ら
れ
る
な
ど
、規
模
の
大
き
い
も
の
が
多

か
っ
た
よ
。弥
生
時
代
で
は
こ
う
し
た
小
さ
な
貝
層
が
多
い
よ
。

横
浜
市
内
の
弥
生
時
代
の
貝
塚
か
ら
は
、縄
文
時
代

と
同
様
に
❷
や
❸
に
生
息
す
る
貝
類
が
多
く
見
つ
か

る
よ
。た
だ
、縄
文
時
代
よ
り
も
貝
の
種
類
は
限
ら
れ

て
く
る
ん
だ
。

三
浦
半
島
で
は
❷
や
❸
以
外
の
、特
に
外
洋
の
沿
岸

に
棲
む
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
な
ん
か
が
多
く
見
つ
か
る

よ
。ち
な
み
に
魚
類
で
も
カ
ツ
オ
や
サ
メ
類
、マ
ダ
イ

な
ど
の
外
洋
域
に
生
息
す
る
も
の
が
獲
ら
れ
る
よ
。

か
い
し
ょく
ど
う
け
つ

せ
ん
す
い
りょ
う

ぎ
ょ
ろ
うし

ゅ
う
だ
ん

か
み
だ
い
き
た

し
ん
し
ょく ろ
うじ
り
だ
い

お
りも
と
に
し
は
ら

ほ
う
け
い
し
ゅ
う
こう
ぼ
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ど
ん
な
貝
を
採
っ
て
食
べ
て
い
た
の
？
～
横
浜
市
内
の
貝
塚
あ
れ
こ
れ
～

て
食
べ
て
い
た
の
？
～
横
浜
市

古
墳
時
代
～
古
代

fr
om

 t
he

 k
oh

un
 p

er
io

d 
to

 t
he

 n
ar

a 
an

d 
he

ia
n 

pe
ri

od
 

　
瀬
戸
神
社
旧
境
内
地
内
遺
跡
に
は
、基
盤
と
な
る
上
総
層
群
野
島
層
が
海

進
の
侵
食
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
埋
没
波
蝕
台
が
み
ら
れ
ま
す
。波
蝕
面
に
は
、海
面
が
往
時
、そ
の
高
さ

に
あ
っ
た
際
に
生
息
し
て
い
た
穿
孔
貝
に
よ
る
巣
穴
の
痕
が
、生
痕
化
石
と
し
て
み
ら
れ
ま
す（
右
写
真
）。

　
穿
孔
貝
(b
or
in
g 
sh
el
l）と
は
、岩
石
や
材
に
穿
孔
す
る
と
い
う
習
性
を
も
つ
貝
の
こ
と
で
、自
ら
岩
石
等
の
内

部
に
穿
孔
し
、そ
の
中
で
成
長
し
ま
す
。こ
の
穿
孔
貝
が
生
息
す
る
条
件
と
し
て
は
、潮
間
帯
で
あ
る
こ
と
や
泥
岩

や
砂
岩
、凝
灰
岩
な
ど
の
比
較
的
柔
ら
か
く
穿
孔
し
や
す
い
岩
石
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
穿
孔
貝
の
代
表
的
な
も
の
に
セ
ミ
ア
サ
リ
や
イ
シ
マ
テ
ガ
イ
、カ
モ
メ
ガ
イ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、こ
う
し
た

穿
孔
貝
の
痕
跡
は
遺
構
に
も
み
ら
れ
、鎌
倉
市
の
長
谷
小
路
周
辺
遺
跡
の
古
墳
時
代
後
期
と
み
ら
れ
る
石
棺

墓
に
使
用
さ
れ
た
泥
岩
の
な
か
に
は
、ニ
オ
ウ
ガ
イ
の
仲
間
の
生
痕
化
石
を
も
つ
も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。

穿
孔貝
によ
る生
痕
化
石

←
市
立
金
沢
高
校
内

貝
塚
の
貝
層

横
浜
市
内
か
ら
み
つ
か
る

古
墳
時
代
か
ら
古
代
の
貝

塚
で
は
、弥
生
時
代
に
引
き

続
い
て
、P
２
・
３
で
紹
介
し

た
❷
・
❸
に
生
息
す
る
内
湾

砂
底
種
が
多
く
で
る
よ
。

高
台
以
外
に
も
低
い
土
地

か
ら
も
貝
塚
が
み
つ
か
る
こ

と
も
増
え
て
く
る
よ
。

神
奈
川
県
三
浦
市
城
ヶ
島
に
み
ら
れ
る
波
蝕
台

瀬
戸
神
社
旧
境
内
地
内
遺
跡

瀬
戸
神
社

現
在
の
瀬
戸
神
社
に
残
る
波
蝕
台

杉
田
東
漸
寺
貝
塚
の
貝
層
断
面

　
左
の
貝
層
は
剥
ぎ
取
っ
た
実
物
が
埋
文
セ

ン
タ
ー
に
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。当
時
の
人
々

が
捨
て
た
貝
層
と
、自
然
貝
層
の
両
方
が
一
緒

に
み
ら
れ
る
貴
重
な
剥
ぎ
取
り
標
本
で
す
。

　
露
頭
に
み
ら
れ
る
貝
化
石
層
な
ど
を
ご
覧

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、貝
塚
と
自
然
貝

層
は
ど
う
違
う
の
か
、ど
こ
で
判
断
し
て
い
る
の

か
疑
問
に
思
わ
れ
た
方
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
見
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

←
鶴
見
区
№
85
遺
跡

（
鶴
見
神
社
貝
塚
）の

貝
層
検
出
状
況

01 02 03

（
2ト
レ
ン
チ
サ
ブ
ト
レ
ン
チ

に
よ
る
精
査
後
風
景
）

　
古
墳
時
代
か
ら
古
代
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
貝
層
は
、自
家
消
費
的
な

小
規
模
な
貝
層
が
多
く
、貝
種
は
前
時
代
に
引
き
続
き
限
定
さ
れ
、ハ
マ
グ
リ
や
カ
キ
な
ど

の
美
味
し
い
貝
類
が
多
く
出
土
し
ま
す
。ま
た
弥
生
時
代
以
降
、水
田
の
発
達
に
伴
い
、イ
シ
ガ
イ
や
タ
ニ
シ
な
ど
の
淡
水
性
の
貝
類
が
増

加
し
、こ
れ
ら
が
主
体
の
貝
層
も
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。そ
の
他
、ウ
ミ
ニ
ナ
類
が
多
く
出
土
す
る
の
も
こ
の
時
期
の
特
徴
で
す
。古

代
で
は
、ア
ワ
ビ
な
ど
は
税
と
し
て
大
和
朝
廷
に
貢
進
さ
れ
る
た
め
、潜
水
に
よ
る
ア
ワ
ビ
漁
の
専
業
集
団
も
出
現
し
ま
す
。

　
横
浜
市
内
か
ら
、弥
生
時
代
後
期
末
な
い
し
は
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
貝
塚
が
い
く
つ
か
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。磯
子
区
峯
遺
跡

群
や
同
区
杉
田
東
漸
寺
貝
塚
か
ら
は
内
湾
砂
底
種
や
内
湾
干
潟
種（
P2
・
3、
P7
の
②
や
③
）を
中
心
と
し
た
貝
類
が
出
土
し
て
お
り
、イ

ボ
キ
サ
ゴ
や
ア
サ
リ
、マ
ガ
キ
、ハ
マ
グ
リ
、シ
オ
フ
キ
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。杉
田
東
漸
寺
貝
塚
で
は
人
為
的
な
廃
棄
と
み
ら
れ
る
貝
層
と

自
然
貝
層
の
両
者
が
み
ら
れ
ま
す
。前
者
で
は
小
型
の
ハ
マ
グ
リ
や
シ
オ
フ
キ
は
検
出
さ
れ
ず
、後
者
で
は
小
型
か
ら
大
型
の
も
の
ま
で
見

ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、採
集
の
際
に
比
較
的
大
き
な
も
の
を
採
る
と
い
う
サ
イ
ズ
の
選
択
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
鶴
見
区
№
85
遺
跡（
鶴
見
神
社
貝
塚
）で
も
弥
生
時
代
後
期
末
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け
て
の
貝
層
が
形
成
さ
れ
、カ
ガ
ミ
ガ
イ
や

ハ
マ
グ
リ
、イ
ボ
キ
サ
ゴ
な
ど
、や
は
り
内
湾
性
の
貝
類
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
遺
跡
は
鶴
見
川
河
口
の
標
高
4m
の
沖
積
低
地
に

つ
く
ら
れ
た
低
地
貝
塚
で
す
が
、鶴
見
川
の
東
岸
に
は
こ
の
他
に
も
川
崎
市
市
場
A・
B貝
塚
、川
崎
市
浅
野
造
船
所
水
道
水
源
地
貝
塚
、

川
崎
市
八
丁
畷
貝
塚
な
ど
、古
代
の
低
地
貝
塚
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
ま
す
。

　
古
墳
時
代
中
期
の
金
沢
区
瀬
戸
神
社
旧
境
内
地
内
遺
跡
か
ら
は
マ
ガ
キ
を
主
体
に
、ハ
マ
グ
リ
、ア
サ
リ
、シ
オ
フ
キ
、マ
テ
ガ
イ
な
ど

の
貝
層
が
み
ら
れ
ま
す
。同
区
か
ら
は
市
立
金
沢
高
校
内
貝
塚
、諸
口
貝
塚
、金
沢
八
幡
社
貝
塚
、称
名
寺
貝
塚
な
ど
、弥
生
後
期
か
ら
古

墳
時
代
、古
代
の
貝
塚
が
い
く
つ
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
遺
跡
か
ら
は
マ
ガ
キ
や
ハ
マ
グ
リ
、ア
サ
リ
な
ど
の
瀬
戸
神
社
旧
境
内

地
内
遺
跡
と
同
様
の
貝
類
が
出
土
し
て
い
ま
す
。ま
た
、鶴
見
川
流
域
と
同
様
、低
地
や
砂
丘
上
に
形
成
さ
れ
る
貝
塚
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
基
本
的
に
は
、内
湾
砂
底
群
集
で
構
成
さ
れ
、最
も
近
い
浜
で
の
採
集
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、外
洋
に
面
し
た
沿
岸
沖
合
の
砂
礫

底
や
岩
礁
に
生
息
す
る
貝
類（
P2
・
3、
P7
の
⑨
）も
出
土
し
て
お
り
、広
範
囲
な
活
動
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
湾
の
外
で
の
海
産

物
の
捕
獲
が
弥
生
時
代
以
降
増
加
し
ま
す
。

み
ね

す
ぎ
た
と
う
ぜ
ん
じ

つ
る
み
じ
ん
じ
ゃ

はっ
ちょ
うな
わて

い
ち
ば

あ
さ
の
ぞ
う
せ
ん
じ
ょ
す
い
ど
う
す
い
げ
ん
ち

せ
と
じ
ん
じ
ゃ
き
ゅ
う
け
い
だ
い
ち
な
い

し
り
つ
か
な
ざ
わ
こ
う
こ
う
な
い

も
ろ
ぐ
ち

か
な
ざ
わ
は
ち
ま
ん
し
ゃ

し
ょ
う
み
ょ
う
じ

な
い
わ
ん
さ
て
い

さ
れ
き

が
ん
し
ょう

ち
ゅ
う
せ
き
て
い
ち

な
い
わ
ん
ひ
が
た

て
い

か
ず
さ
そ
う
ぐ
ん
の
じ
ま
そ
う

せ
いこ
ん
か
せ
き

せ
んこ
うが
い

ま
い
ぼ
つ
は
しょ

くだ
い

ちょ
う
か
ん
た
い

で
い
が
ん

さ
が
ん

ぎょ
うか

いが
ん

は
せ
こ
う
じ
し
ゅ
う
へ
ん

せ
っ
か
ん

ぼ
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ど
ん
な
貝
を
採
っ
て
食
べ
て
い
た
の
？
～
横
浜
市
内
の
貝
塚
あ
れ
こ
れ
～

食
べ
て
い
た
の
？
～
横
浜
市
内

中
世
・
近
世

th
e 

m
id

dl
e 
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od
 a

nd
 t
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ar
ly

 m
od

er
n 

pe
ri

od

近
代

th
e 

m
od

er
n 

pe
ri
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時
代
別
・貝
塚
の
変
化

縄
文
時
代
 ： 
内
湾
干
潟
種
中
心

弥
生
時
代
 ： 
貝
種
の
限
定
，ア
ワ
ビ
漁
な
ど
に
み
ら
れ
る
専
門
的
集
団（
三
浦
半
島
）

古
墳
～
古
代
 ： 
貝
種
の
限
定
，採
取
活
動
の
広
範
化（
外
湾
域
），
貝
塚
の
立
地
が
低
地
へ
も
広
が
る

中
世・
近
世・
近
代
 ： 
流
通
ベ
ー
ス（
都
市
へ
商
品
と
し
て
貝
類
が
流
れ
る（
剥
き
身
））
，

　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
で
は
サ
イ
ズ
や
種
が
限
定
さ
れ
、郊
外
で
は
内
湾
や
河
口
域
の
貝
類
の
利
用

内
湾 外
湾内
湾
の
中
央
近
く

※
深
い
・
海
底
は
泥

内
湾
の
奥
～
中
央

※
海
底
は
砂

内
湾
の
奥

泥
の
干
潟

※
潮
の
満
ち
引
き
で
水
面
が
出
た
り

入
っ
た
り
す
る
泥
と
砂
の
場
所

河
川

河
口
域（
河
川
が
海
に

流
れ
込
む
境
界
付
近
）

※
汽
水
域

岩
礁
潮
間
帯

海
草
藻
場

外
洋
に
面
し
た
沿
岸

※
砂
泥
の
浜
・
海
底
は
砂

外
洋
に
面
し
た
岩
礁

1
2

3

4

5

6

7

8
9

貝
類
群
集
生
息
模
式
図

P2
・
3の
貝
の
生
息
域
を
示
し
た
図
の
番
号
と
対
応
す
る
よ

横
須
賀
市
荒
崎
海
岸

5

千
葉
県
木
更
津
市
金
田
海
岸

2

横
須
賀
市
冨
浦
海
岸

7

千
葉
県
船
橋
市
三
番
瀬
　
マ
ガ
キ
礁

2

静
岡
県
御
前
崎
市
尾
高
海
岸

6

の
海
底
の
様
子

2

　
中
世
都
市
鎌
倉
で
は
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
、ア
カ
ニ
シ
、ハ
マ
グ
リ
類
が
多
く
、ま
た
サ
イ
ズ
も
大
き
く
規
格
が
揃
う
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、

近
隣
の
漁
村
か
ら
選
択
的
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。鎌
倉
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
は
三
浦
半
島

な
ど
の
岩
礁
域
か
ら
、ア
カ
ニ
シ
や
ハ
マ
グ
リ
は
東
京
湾
方
面
か
ら
搬
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。一
方
、漁
村
で
は
、小
型
や

規
格
外
の
も
の
、ハ
マ
グ
リ
や
キ
サ
ゴ
類
、ア
サ
リ
、カ
キ
、シ
ジ
ミ
な
ど
の
内
湾
や
河
口
域
で
採
集
さ
れ
る
も
の
が
多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
近
世
で
は
、中
世
鎌
倉
に
み
ら
れ
た
ア
ワ
ビ
、サ
ザ
エ
、ハ
マ
グ
リ
は
引
き
続
き
多
く
消
費
さ
れ
ま
す
が
、ア
カ
ニ
シ
は
近
世
の
後
半
に
は

減
少
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
近
世
に
は
鎌
倉
で
は
稀
で
あ
っ
た
ア
カ
ガ
イ
が
増
加
し
ま
す
。数
は
少
な
い
で
す
が
、タ
イ
ラ
ギ
や
ト
リ
ガ
イ
な

ど
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、こ
れ
ら
は
湾
央
部
の
泥
底
、東
京
湾
の
深
場
に
生
息
し
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
、「
桁
網
」な
ど
の
底
曳
漁
業
の
導
入

が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、東
京
都
港
区
の
雑
魚
場
跡
か
ら
は
バ
カ
ガ
イ
を
主
体
と
す
る
大
規
模
な
貝
層
が
発
見
さ
れ
、主
に
剥
き
身

（
特
に
貝
柱
）と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
文
献
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。バ
カ
ガ
イ
は
縄
文
時
代
の
貝
塚
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
出
土
せ
ず
、

ま
た
ア
カ
ガ
イ
に
つ
い
て
も
縄
文
貝
塚
か
ら
は
あ
ま
り
出
土
し
ま
せ
ん
。ア
カ
ガ
イ
な
ど
の
内
湾
泥
底
群
集（
P2
・
3、
P7
の
④
）は
縄
文
海

進
前
期
か
ら
最
盛
期
に
か
け
て
各
地
に
形
成
さ
れ
た
溺
れ
谷
型
内
湾
の
湾
央
部
か
ら
湾
奥
部
の
泥
底
に
広
く
分
布

し
ま
す
が
、海
退
に
な
る
と
、内
湾
の
縮
小
と
砂
層
域
の
発
達
に
よ
り
、泥
底
の
残
る
湾
央
部
だ
け
に
生
息
域
が
狭
め

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、ア
サ
リ
は
鎌
倉
で
は
稀
で
、ア
サ
リ
や
シ
ジ
ミ
な
ど
の
現
代
人
に
な

じ
み
の
あ
る
こ
れ
ら
は
、近
世
で
も
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。ア
サ
リ
の
増
加
は
近

世
以
降
の
人
為
的
要
因
に
よ
る
内
湾
環
境
の
変
化
が
要
因
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
鎌
倉
に
隣
接
す
る
横
浜
市
域
の
遺
跡
出
土
の
貝
類
を
み
て
み
る
と
、金
沢
区
上
行
寺
裏
遺
跡
か
ら
は
ア
サ
リ
や
マ
ガ
キ
を
中
心
と
し
た

中
近
世
の
貝
層
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に
マ
ガ
キ
の
右
殻（
蓋
）の
閉
殻
筋（
貝
柱
）部
分
に
は
、刃
物
等
で
傷
を
つ
け
た
剥
き
身
痕
が

み
ら
れ
ま
す
。ア
サ
リ
や
マ
ガ
キ
な
ど
を
集
中
し
て
採
取
し
、加
工
し
た
こ
と
に
よ
り
つ
い
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。鎌
倉
な
ど
の
消
費
地

用
の
加
工
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。マ
ガ
キ
の
剥
き
身
で
の
流
通
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
ア
サ
リ
も
一
定
量
出
土
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、同
様
に
流
通
に
の
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、こ
れ
も
剥
き
身
で
の
流
通
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
金
沢
区
瀬
戸
神
社
旧
境
内
地
内
遺
跡
で

も
サ
イ
ズ
の
揃
っ
た
大
き
な
マ
ガ
キ
が
大
量
に
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、養
殖
し
た
マ
ガ
キ
が
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
代
遺
跡
の
貝
層
の
検
出
事
例
は
少
な
い
も
の
の
、中
区
洲
干
島
遺
跡
で
は
バ
イ
の
貝
溜
ま
り
が
検
出
さ
れ
て

い
ま
す
。バ
イ
は
食
以
外
の
用
途
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。江
戸
時
代
に
は
こ
の
貝
に
砂
や
鉛
を
つ
め

て
、独
楽
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。今
で
も
関
西
で
は
べ
ー
ご
ま
の
こ
と
を
バ
イ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。「
ば
い
ご
ま
」

が
な
ま
り
、「
べ
ー
ご
ま
」に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
バ
イ
を
使
用
し
た
独
楽
は
大
正
時
代
ま
で
続
き
ま
し

た
。洲
干
島
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
貝
類
は
独
楽
に
使
用
す
る
た
め
殻
口
部
な
ど
の
下
半
部
を
切
断
し
た
よ
う
な
加
工

は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、こ
う
い
っ
た
用
途
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

上
段
　
左
：
上
行
寺
裏
遺
跡（
瀬
戸
14
番
地
や
ぐ
ら
群
）７
・
８
・
９
号
や
ぐ
ら
　
　
    
    
    
    
    
   

下
段
　
左
：
　
同
上
　
遺
跡
出
土
の
剥
き
身
痕
の
あ
る
マ
ガ
キ
右
殻（
裏
面
）　
　

上
段
左
右
・
下
段
左
：

 神
奈
川
県
教
育
委
員
会
所
蔵
　

右
：
　
同
左
　
遺
跡
７
・
９
号
や
ぐ
ら
第
１
貝
層
堆
積
状
況

※
左
端
が
ガ
ザ
ミ
、そ
の
右
は
魚（
種
類
不
明
）、
男
が
持
つ
箱
の
貝
は
ハ
マ
グ
リ
ら
し
い
。右
端
の
鉢
の
中
は
タ
コ
。

『
石
山
寺
縁
起
』模
写

右
図
：
描
か
れ
た
魚
貝
類

『
新
版
絵
巻
物
に
よ
る
日
本
常
民
生
活
絵
引
』よ
り
転
載

右
：
瀬
戸
神
社
旧
境
内
地
内
遺
跡
Ⅰ
貝
層
の
マ
ガ
キ
純
貝
層

海
岸
に
近
い

川
か
ら
水
が
流
れ
込
み
海
底
に

堆
積
し
た
土
砂
は
、粒
の
直
径
で

上
の
3種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

川
の
流
れ

海
岸
か
ら
遠
い

礫
砂

泥

浅 い
深 い

れ
き

海
岸

海
水
面

ざ
　
こ
　
ば

け
た
あ
み

そ
こ
び
き

お
ぼ

じょ
う
ぎ
ょう
じ
うら

へ
い
か
く
き
ん

む

し
ゅう
か
ん
じ
ま

こ
　
ま

か
く
こ
う

し
　
さ

そ
ろ


